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紹

介
三
輪
正
胤
著
『
歌
学
秘
伝
史
の
研
究
』

宮

川

真

弥

古
今
伝
授
を
中
心
と
す
る
歌
学
秘
伝
の
研
究
は
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿

革
史
論
』（
一
九
四
三
年
）『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』（
一
九
八
〇
年
）
を

礎
と
し
、
い
ま
新
た
な
段
階
へ
と
入
り
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
そ
の
推
進
者
の

一
人
で
あ
る
三
輪
正
胤
氏
の
新
刊
で
あ
り
、
本
書
の
上
梓
は
斯
界
の
慶
事
と

い
え
よ
う
。
ま
ず
は
、
以
下
に
そ
の
構
成
を
示
す
。

第
一
章

歌
学
秘
伝
史
と
は

第
一
節

歌
学
秘
伝
史
を
展
望
す
る
た
め
に

第
二
節

歌
学
秘
伝
史
を
『
八
雲
神
詠
伝
』
に
見
る
―
一
如
へ
の
道

（
一

八
雲
神
詠
は
和
歌
の
起
源
／
二

和
歌
は
三
十
一
字
と
五

句
か
ら
な
る
／
三

潅
頂
流
の
秘
事
と
し
て
／
四
『
八
雲
神
詠

伝
』
の
成
立
／
五

細
川
幽
斎
に
伝
え
ら
れ
た
『
八
雲
神
詠
伝
』

／
六

神
道
王
道
歌
道
三
道
は
一
如
）

第
二
章

潅
頂
伝
授
期
の
諸
相

第
一
節
『
愚
秘
抄
』
の
形
（
一

東
北
大
学
図
書
館
本
『
愚
秘
抄
』

と
諸
本
と
の
関
係
／
二

東
北
大
学
本
の
構
成
／
三

虎
皮
を

敷
く
老
翁
／
四

化
人
、
人
丸
は
虎
皮
を
敷
く
／
五

再
び

『
愚
秘
抄
』
の
問
題
へ
）

第
二
節
『
竹
園
抄
』
の
流
伝

第
三
節

心
敬
を
め
ぐ
る
三
つ
の
秘
書
（
一
『
私
用
抄
』
を
め
ぐ
っ

て
／
二
『
大
胡
修
茂
寄
合
』
を
め
ぐ
っ
て
／
三
『
さ
さ
め
ご

と
』
を
め
ぐ
っ
て
）

第
四
節

暗
号
化
さ
れ
た
秘
事
（
一

集
大
成
さ
れ
る
秘
事
／
二

暗

号
の
構
造
／
三

暗
号
と
し
て
の
機
能
）

第
三
章

切
紙
伝
授
期
の
諸
相

第
一
節

切
紙
の
総
体
（
一

切
紙
の
大
き
さ
／
二

切
紙
集
に
は
意

味
が
あ
る
／
三
『
神
皇
正
統
記
』
の
理
念
を
受
け
て
）

第
二
節

切
紙
を
読
む
―
近
衛
流
切
紙
集
の
変
容

第
三
節

切
紙
に
託
さ
れ
た
願
い

第
四
章

神
道
伝
授
期
の
諸
相

第
一
節

貞
徳
流
の
軌
跡
―
墨
流
斎
宗
範
を
め
ぐ
っ
て

第
二
節
『
月
刈
藻
集
』
の
形
（
一

吉
田
神
道
書
と
の
関
わ
り
／
二

吉
田
神
道
の
歌
学
書
と
の
関
わ
り
／
三

下
巻
冒
頭
部
か
ら
の

展
望
）

第
三
節

荷
田
春
満
の
神
道
説
の
成
り
立
ち
（
一
『
玄
要
抄
』
の
成

立
を
め
ぐ
っ
て
／
二
『
玄
要
抄
』
の
講
義
〔（
一
）
講
義
の
階

梯
及
び
講
義
の
姿
勢
／
（
二
）『
日
本
書
紀
』
の
扱
い
方
／

（
三
）『
玄
要
抄
』
の
講
義
内
容
〕）

第
四
節

吉
田
神
道
の
再
興
―
『
玄
要
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
（
一
『
玄

要
抄
』
か
ら
『
幽
顕
抄
』
へ
／
二
「
理
気
」
説
の
応
用
／
三

『
思
瓊
抄
』
と
い
う
書
／
四
『
八
雲
神
詠
伝
』
と
の
関
わ
り
）

第
五
節

吉
田
兼
雄
の
事
蹟
（
一
『
八
雲
神
詠
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
／
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二

兼
雄
の
関
わ
っ
た
歌
学
秘
伝
書
類
／
吉
田
兼
雄
事
蹟
年
譜
）

第
六
節

呼
子
鳥
の
行
方
（
一
「
よ
ふ
こ
と
り
」
の
あ
る
説
／
二

高
野
山
遍
照
尊
院
栄
秀
／
三

雲
伝
神
道
に
お
け
る
「
呼
子

鳥
」）

第
七
節

高
野
山
に
伝
え
ら
れ
た
雲
伝
神
道
（
一

量
観
か
ら
栄
秀
へ

の
伝
授
／
二

雲
伝
神
道
に
お
け
る
量
観
／
三

雲
伝
神
道
の
系

統
に
関
わ
る
こ
と
／
四
『
八
雲
神
詠
伝
』
と
の
関
わ
り
／
翻
刻

『
神
代
巻
古
歌
口
伝
并
八
雲
口
授

古
歌
略
註
中
雲
師
傍
註
』）

第
五
章

明
治
時
代
に
受
け
継
が
れ
た
も
の

第
一
節
『
詠
史
百
首
』
か
ら
『
内
外
詠
史
歌
集
』
へ
（
一
『
詠
史
百

首
』
を
め
ぐ
っ
て
／
二
『
内
外
詠
史
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
）

第
二
節
『
詠
史
歌
集
』
と
『
前
賢
故
実
』（
一
『
詠
史
歌
集
』
を
め

ぐ
っ
て
／
二
『
前
賢
故
実
』
と
の
関
わ
り
）

第
三
節

詠
史
和
歌
の
行
方
（
一

歌
仙
歌
集
類
を
め
ぐ
っ
て
／
二

詠
史
和
歌
の
行
方
）

本
書
の
論
考
の
要
旨
と
初
出
発
表
年

『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
正
誤
表

あ
と
が
き

書
名
・
事
項
索
引

〔
は
じ
め
に
等
は
省
略
し
、
各
節
以
下
の
題
は
（

）
で
示
し
た
。〕

本
書
は
資
料
の
精
密
な
読
解
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
を
史
上
に
位
置
づ
け

る
。
特
に
前
著
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』（
一
九
九
四
年
、
風
間
書
房
）
で
も

ひ
と
つ
の
中
核
を
な
し
た
『
八
雲
神
詠
伝
』
を
め
ぐ
る
諸
論
は
、
歌
道
と
神

道
の
結
節
を
示
し
、
仏
道
に
お
け
る
潅
頂
伝
授
の
影
響
の
指
摘
と
併
せ
て
白

眉
で
あ
る
。
清
濁
の
伝
授
と
儒
仏
の
移
点
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
興
味
が
引

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
四
章
第
一
節
で
は
、
貞
徳
流
の
伝
授
に
お
い
て
は
儀
式
が
行
わ
れ
ず
、

口
伝
か
ら
書
伝
へ
と
変
化
し
、
そ
れ
が
伝
書
の
売
買
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
様

相
が
活
写
さ
れ
る
。
無
窮
会
蔵
『
北
村
季
任
聞
書
』
収
載
の
血
脈
に
「
貞
徳

ハ
非
直
伝
。
箱
伝
受
也
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
と
も
符
合
す
る
指
摘
で
あ
る
。

氏
は
歌
学
伝
授
史
を
潅
頂
伝
授
期
・
切
紙
伝
授
期
・
神
道
伝
授
期
に
分
け

る
。
前
著
は
前
二
期
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
前
著
を
継
ぐ

も
の
と
し
て
、
全
期
を
扱
い
つ
つ
、
神
道
伝
授
期
以
降
に
力
点
が
あ
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
本
書
に
よ
っ
て
、
歌
学
秘
伝
発
生
期
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で

の
諸
相
を
通
観
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
第
五
章
に
お
い

て
明
治
時
代
ま
で
を
扱
う
の
は
、
ま
さ
に
「
歌
学
秘
伝
史
」
を
標
榜
し
て
面

目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
著
と
本
書
と
を
新
た
な
階
梯
と
し
て
、
更

な
る
蓄
積
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
風
間
書
房
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
四
八
八
頁
、
一
六
、
〇
〇
〇
円
）

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
訪
問
研
究

員
（
日
本
学
術
振
興
会
）・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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